
２の３ 国語科指導案 

１１／６（金）２限 

２の３  坂井 昇 

１ 単元名  想像を広げながら読もう ～スーホの白い馬～ 

２ 本時のねらい  

白馬をつれてきたスーホの様子や気持ちを，言葉をもとに想像を広げながら読むことができる。                                                         

３ 本時における学ぶ楽しさ 

  言葉をもとに，スーホや白馬の様子や気持ちを想像するとともに，白馬のことを思う  を見つけ，

交流する楽しさ 

４ 展開 

時 学習活動と子どもの姿 学ぶ楽しさを味わうための手だて  
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１．前時のふり返りをし 本時の課題をつかむ 

・スーホは，おばあさんとふたりきりでくらしていたよ。 

・おばあさんを助けて，大人に負けないくらい，よく働いていたよ。 

 

 

２．生まれたばかりの白馬をつれてきた，スーホの様子や気持

ちを想像する 

・生まれたばかりの子馬が，地面にたおれてもがいていたから， 

 心配でつれてきたんだよ。 

・あたりを見ても，持ち主らしい人も，おかあさん馬も見えな 

いから，ほっておいたらかわいそうだと思ったんだよ。 

・夜になっておおかみが来たら，食べられてしまうからつれて 

きたんだよ。 

○どうしてスーホはにこにこしているのかな。 

・白馬を助けられたから，うれしいんだよ。 

・友達ができたみたいで，うれしいのかな？ 

・スーホは，おばあさんとふたりきりだったよ。白馬もおかあ

さん馬がいなかったよ。スーホは家族（兄弟）が増えたみた

いでうれしいんだと思うよ。 

・うれしいスーホは，心をこめて白馬を世話しているよ。 

３．  が一番伝わってきたところを交流する 

・スーホが，白馬のために飼い主やお母さん馬を一生懸命さが 

しているところが，ぼくの一番だよ。 

・白馬のことを心配して，つれてきたところが，わたしの一番 

だよ。 

・毎日心をこめて，白馬の世話をしているところが一番だよ。 

４．本時をまとめ 次時のめあてをもつ 

 

 

 

 

 

 

 

⑵かかわりを通して言葉を

拡げる 

「スーホはどのぐらい，持ち

主やおかあさん馬を探して

いたのかな」と問いかけるこ

とで，もう暗くなっているこ

とに気づかせ，白馬のために

長い間探していたことに気

づくことができるようにす

る。 

     

 

 

 

 

 

⑵かかわりを通して言葉を

拡げる 

が一番伝わってきたとこ

ろをそれぞれが選び，交流す

ることで，互いの読みを拡げ

ることができるようにする。 

 

 

 

 

＜白馬をつれてきたスーホのようすや気持ちを想像しよう＞ 

白馬をつれてきた場面から，白馬のことを心配するスーホの   や，家族がふえてうれしいスーホ

の   が伝わってきたよ。友達も自分とは違うところで  を見つけていたよ。 


